
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○１学期、特に立腰（正しい姿勢）に心がけ

た児童と家庭学習に努力した児童を表彰し

ました。 

○７月18日と22日には学校に出向き、全校

児童の前で表彰式を行いました。 

○全校児童は拍手をするなどみんなで表彰

者を称えました。 

○これまでも表彰を行なってきましたが、

立腰や家庭学習に努力しようとする児童が

いる一方で、特に、家庭学習については、ま

だまだしっかりと取り組んでいるとは言え

ない結果が見られます。 

○これからも、学期ごとに立腰や家庭学習

で努力した児童を称えるなかで、しっかり

とした学校生活を送るよう、意識化を図る

ため取組を続けてまいります。 

○笛舞小学校      （敬称略） 

・立  腰  ４年 小山 由紀菜 

       ６年 佐藤 百々子 

・家庭学習  ２年 川村 椛純 

       ５年 髙橋 桃李 

 

 

 

 

 

 

 

 

○えりも小学校 

・立  腰  ４年 中野 朝陽 

       ６年 植木 奏介 

・家庭学習  ２年 淡路 陽奈 

       ３年 神田 実愛 

 

 

 

 

 

 

 

 

○えりも岬小学校 

・立  腰  １年 白石 莉々菜 

       ２年 渡部 櫻子 

・家庭学習  ４年 田村 凛桜 

       ６年 宮﨑 玲奈 

 

 

 

 

 

 

 

 

○庶野小学校 

・立  腰  ６年 田中 茶和 

       ６年 田中 夢乃 

・家庭学習  ６年 倉田 弐芭 

       ６年 水上 雄聖 
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１学期のチャンピオン 

立腰・家庭学習 
よく努力しましたね 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○６月２日（月）、えりも小学校で光の園幼稚園と町立保育所の先生方、小学校低学年担当

の先生などが集まり、会議と研修を行いました。 

○町側から泉副町長、川上教育長、山本町民生活課長が出席しました。前半はこれまでの

幼小接続の取組を継続するために組織された幼小連携推進委員会の会議に出席し、後半は

認定こども園について学びました。 

○幼小接続に係る文部科学省指定事業が令和６年度で終了したことから、小学校は教育向

上推進委員会の中に幼小接続部会を位置付け、継続して進めることとしました。部会長に

は、えりも小学校の𠮷田貴弘校長が就きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次のようなことを確認し学びました。 

○幼児期及び架け橋期の教育の重要性につ

いて 

・資質・能力や学びの基礎は、０歳からず

っとつながっているものです。 

・学びの場が変わると、育まれた資質・能

力がつながらないことがあります。 

・園での学びの基礎と小学校の学びがつな

がると、自分の力をもっともっと発揮でき

るようになります。 

・幼稚園、保育所、認定こども園などの施

設類型に関わらず、幼児教育は大切なこと

として抑える必要があります。 

幼児教育施設の先生と小学校の先生の取組 
幼小連携推進委員会会議及び認定こども園の研修を開催 

 令和７年度から、先生方が主体的に幼小連携推進委員会を組織しました 

令和７年度第１回目となる研修では、道教委の佐藤主査から講

話をいただきました 


